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文部科学省の大学間連携共同教育推進事業として進めている「IT を活用した超高齢社会

の到来に対応できる歯科医師の養成」プログラムの第 8 回 IT を活用した教育センターワー

クショップが、平成 27 年 11 月 26 日に、昭和大学旗の台校舎 1 号館 6 階会議室で開催され

ました。本事業は、北海道医療大学ならびに岩手医科大学、さらに北海道歯科医師会、札

幌歯科医師会、岩手県歯科医師会、盛岡市歯科医師会、大森歯科医師会、蒲田歯科医師会、

目黒区歯科医師会、品川歯科医師会、荏原歯科医師会との連携のもとに着実に事業を進め

ています。連携大学ならびに連携歯科医師会からの参加者に加えて、お世話になっている

IT 企業からの参加を含めて 50 名強の参加者がありました。 

早いもので、平成 24 年度に開始した本プロジェクトは、5 年間の事業計画の 4 年目の後

半になりました。前回 6 月 4 日に開催したワークショップ後に、文部科学省から大学間連

携共同教育推進事業中間評価の結果が公表され、本プロジェクトは「計画どおりの取組で

あり、現行の努力を継続することによって本事業の目的を達成することが期待できる」の

コメントで総括評価 A（優れている）を受けました。関係者一同のこれまでのご努力に感謝

申し上げます。 

7 月に鹿児島で開催された日本歯科医学教育学会では連携大学から 4 演題を発表し、本プ

ロジェクトの内容については全国の大学から高い関心をもたれています。 

これまで各大学では 3-4 年生に対して実際の授業で IT 教材を活用してきました。今回の

ワークショップでは学生の到達度評価の一つとして 3 大学共通試験について、問題作成、

実施方法および結果の取り扱いについて協議しました。5 年生に対する教育に関しては前回

から協議してきましたが、今回は復習用ライブラリーの整備について内容を詳細に協議し

ました。さらに、今後 3 大学の学生交流を進めるために、スカイプを利用して各大学から

の代表によるプレゼンとディスカッションの機会を設けることにしました。事業年度の残

りが少なくなってきましたが、関係者一同がさらに協議を重ねて最終ゴールに向かいたい

と思いますので、宜しくお願い申し上げます。 

最後になりましたが、忙しい時期にも関わらずご参加いただいた各大学ならびに歯科医

師会の先生がた、そしてワークショップの運営にご尽力いただいた教育センター、協力 IT

企業、ならびに各大学の事務関係者に篤く御礼申し上げます。 


